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緩和ケア推進委員会 事務局 地域医療連携課

 

緩和ケアチーム 事務局 柳迫三寛（ＭＳＷ） 

 

 平成 23 年 5 月に三原赤十字病院の緩和ケアチームが発足しました。 

 この緩和ケアチームは、これまで当院の緩和ケア病床立上げや療養環境つくり、在宅緩和ケアへの移

行を支援する退院支援システム「在宅緩和ケア支援システム」の構築・研修会企画などを平成 18 年より

行ってきた委員会メンバーを中心に立ち上がりました。 

緩和ケアチームでは、これまで培ってきた地域の皆様との連携体制を大きな強みとして、各病棟スタッ

フと連携を図り、患者様やご家族の抱えるあらゆる苦痛の軽減に努めていきます。 

また、当院の緩和ケアチームでは、緩和ケア病床への入院相談などの窓口や地域の皆さんと共に学ぶ

研修会の企画運営なども引き続き行い、地域の中で活躍する緩和ケアチームを目指して参ります。2-3 面

へ緩和ケアチームメンバーの抱負と共にメンバー紹介を行っておりますので、当院の緩和ケアチームをよ

ろしくお願い致します。 

        第 10 回三原赤十字病院 緩和ケア研修会開催のお礼 

 平成 23 年 8 月 18 日（木） 18：30 より、三原地域の多くの皆様のご協力の下、無事記念すべき第１

０回三原赤十字病院緩和ケア研修会を開催する事ができました。 

 この場を借りて、お礼申し上げます。 

 このたびの研修会は、「がん対策日本一」をめざす広島県の取組みから三原のがん医療・

緩和ケアを考える をテーマに広島県健康福祉局がん対策課 課長 武田直也 様にご講演いただ

くとともに、三原市幸崎で在宅緩和ケアに取り組んでおられます阪田医院 副院長 阪田英世 先

生、三原市医師会病院 ＭＳＷ 岡篤史 様、三原赤十字病院 緩和ケア病床担当師長 大畠玲子

氏の３名の方にシンポジストとしてご登壇いただきました。 

 また、研修会では院内スタッフのみならず、地域でご活躍の医療・保健・福祉関係者 合計 130 名

をお迎えする事ができ盛大な研修会を開催する事ができました。本当にありがとうございました。 

 次号で、研修会の様子を改めてご報告いたします。  

お礼 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

チームリーダー 

 

職 種 ： 第 1 外科部長

 

氏 名 ： 上山 聰    

コメント 

当院の緩和ケア病床は、開設後日も浅く、小

規模ですが、優秀で、患者さんの心を思いやれ

る優しさに満ちたスタッフばかりです。 

 

 

 

 

 

 

  

コメント 

 緩和ケア病床を満足してご利用いただけるよ

うに内科医の立場からより良い緩和ケアとなる

よう努めていきたいと思います。 

サブリーダー 

 

職 種 ： 第 2 内科副部長 

 

氏 名 ： 水野 将克   

 

 

 

 

メンバー 

 

職 種 ：  看護主任   

 

氏 名 ： 中村 直子  

コメント 

緩和チームの一員として活動をしています。

患者様とご家族の気持ちに寄り添い、より良い

ケアが出来るようチームで支援していきたいと

思います。よろしくお願いします。 
 

 

 

 

メンバー 

 

職 種 ：  看護主任  

 

氏 名 ： 奥 友里恵 

コメント 

患者様に全人的なアプローチができるよう、

外来診療の短い時間の中でのかかわりを大切

にしています。あなたらしく生きるために一緒に

考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
メンバー 

がん性疼痛認定看護師 

 

職 種 ： 看護主任  

 

氏 名 ： 伊藤 美有紀

コメント 

痛みのある患者様の痛みが軽減するよう、最

善の方法をチームメンバーや病棟スタッフと考え

ながら実践します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

メンバー 

緩和ケア認定看護師 

 

職 種 ： 看護師    

 

氏 名 ： 永田 久美子

コメント 

 患者さん、ご家族が抱えるさまざまな苦痛の緩

和を行い「その人らしさ」がでる看護を行っていき

ます。 

メンバー 

 

職 種 ： 薬剤師    

  

氏 名 ： 安井 智一 

コメント 

緩和ケア病床がある病棟担当の薬剤師です。病棟

の薬剤管理指導業務として活動しています。どうして

も患者さんより薬を中心に見てしまいがちですが、薬

の効果・副作用を確認しながら患者さんの訴えを聞け

る・応えられるよう関わっていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

  

 

メンバー 

 

職 種 ：  作業療法士 

 

氏 名 ： 福村 豪則  

コメント 

御本人、御家族のニードを尊重し、御本人や御

家族の笑顔を少しでも多く引き出せるよう心掛け

たいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

メンバー 

 

職 種 ： 管理栄養士  

 

氏 名 ： 川崎 圭介  

コメント 

管理栄養士の川﨑です。緩和ケア病床が発足して

以来、主に週1 回のデザートの提供や行事食などに関

わり喜びの声を聞くこともできました。まだまだ力不足

な面もありますが患者様やご家族に満足して頂けるよ

うに努めていきます。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンバー 

 

職 種 ： 医療ソーシャルワーカー

 

氏 名 ： 柳迫 三寛 

コメント 

 在宅緩和ケアへの支援や入院相談等、患者様・ご

家族の心理・社会的サポートを行っています。生活

支援を行う専門職として、チームのメンバーと共に、

患者様・ご家族のサポートをしていきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンバー 

 

職 種 ： 医療ソーシャルワーカー

 

氏 名 ： 村上 千恵美

コメント 

患者さまやご家族が最期まで、安心して自分らくし

生活できるよう、多職種と連携を図りながら支援させ

ていただきます。どんなささいなことでも、みなさまと

一緒に悩み考え、支援していきたいと思います。お

気軽にご相談下さい。 

 

 

 



 

 
 
 

■ 入 院 の対 象 となる方 

 癌などの悪性腫瘍の患者様で、痛みや病気によって起こるさまざまな苦痛の軽減などの緩和ケアを望

まれる方が対象です。 

 患者様とご家族がともに緩和ケアについて理解され、入院をご希望されていることが重要です。 

 また、外来や入院中の方で痛みなどの症状コントロールが困難な患者様や、ご自宅で緩和ケアを受け

ている患者様で、ご家族の旅行や冠婚葬祭の際、ご家族に代わって生活をご支援するための一時的な入

院も可能です。 

・ 認知症状などのために、緩和ケア病床区域の静寂が保てず、他の患者様の生活に影響を与えるよ

うな場合は、一般病床への入院をお願いする場合があります。 

・ 入院に際しては、医師・看護師・医療ソーシャルワーカーなどの多職種にて入院判定を行います。 

・ 入院の順番は、入院の申込み順を基本としておりますが、病状によっては前後する場合がありま

す。 

 

 緩和ケア病床での主な医療サービス 

① 痛み・食欲不振・息苦しさ・だるさなどの身体のつらさの緩和。 

② 患者様やご家族の不安や心配事などの心のつらさの緩和。 

③ 治癒を目的とした、抗癌剤治療や延命治療などは行いません。しかし、緩和を目的とした抗癌剤や

放射線治療は行います。 

④ 症状緩和に必要な検査や処置・治療は患者様やご家族と相談させていただきながら行います。 

 

■ 入院のご案内・ご相談・見学をご希望の方は 

 三原赤十字病院 地域医療連携課へご連絡下さい。 

 入院相談予約を取らせていただきます。入院相談では、医療ソーシャルワーカーが、病状やお困りの事

などのお話を伺うと共に、緩和ケア病床の説明などを行います。 

 入院相談へは、ご本人もしくは病状をよく理解されている方にご来院いただければ幸いです。 

 

 

 

緩和ケア病床 入院相談予約 

地域医療連携課 医療ソーシャルワーカーまで 

0848-61-3812（直通） 

発行担当者（問合せ先） 

 三原赤十字病院 緩和ケア推進委員会 事務局 地域医療連携課 

  〒723-8512 三原市東町二丁目 7-1 

  TEL：（0848）61-3812 （直通） FAX：（0848）64-8421（直通） 


